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生態系間相互作用
森と川のつながり
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水温について

（佐藤ほか 1995） (Inoue et al. 1997)

森の川

農地の川





渓流に生息する落ち葉を
食べるｺｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗとﾖｺｴﾋﾞ 落葉の分解速度の違い
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図－　渓流内落葉現存量の季節変化

日本生態学会誌 49: 11-20



渓畔域と草地域における陸生昆虫の年間収支量
（Kawaguchi and Nakano 2001)

渓畔林区域 草地区域
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Can. J. Fish. & Aqua. Sci. 66: 42-51.
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倒木投入実験後の底生動物の密度とタクサ数の変化



Murakami and Nakano (2001) PNAS



Baxter et al. (2005) Freshwater Biology 50(2):201-220. 
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サクラマスの卵の生存率に与える細粒砂の影響

Landscape and Ecological Engineering 5: 169-181



0

100

200

300

400

500

600

春 季 夏 季 秋 季

浮
遊
砂

(g
/h

a/
d

ay
)

CCRFNF CCRFNF CCRFNF

0

浮遊砂流出に対する渓畔林の効果
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Ecological Engineering 24: 539-550



土壌浸透能と緩衝効果



北海道東部河川における
希少二枚貝カワシンジュガイ属2種の
非致死的な種同定法と個体群の現状
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流域と沿岸のつながりが育む河川生物
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Matsubayashi et al. Scientific Reports (2015)
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Historical variation of diet components of Hokkaido brown bears as illustrated
by SIAR distributions

A

The skeletal size of bear subpopulations in eastern Hokkaido was estimated
to have decreased by 10%–18% for males and 8%–9% for females.

Matsubayashi et al. (2016) Can. J. Zool.
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知床世界自然遺産区域

陸域と海域のつながり





サケの遡上を可能にする
ダム構造物の改良

遡上したサケの移動を阻害する
ダム構造物

知床世界自然遺産区域科学委員会河川工作物ワーキング

Landscape and Ecological Engineering  (2010)
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ダム改良により、産卵床が上流に拡大
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豊平川のサケ

豊平川



釧路川蛇行復元釧路川蛇行復元



2011.8.3 Restoration Ecology (2014)

蛇行復元区間で、日本最大
の淡水魚イトウが見つかる。

魚類の生息数と種数の増加



タンチョウの繁殖状況

*：環境省の現存植生図をもとに検討

久井貴世（2009）
酪農大紀要

湿地履歴を持つ農地



湿地ポテンシャルマップ
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千歳川舞鶴遊水地（長沼町）に飛来しているハクチョウの群れ



千歳川舞鶴遊水地に咲くミズアオイ（2014年8月上旬）





朝日新聞
10月20日朝刊



まとめ

 森、川、里、海の生態系は独立していな
い。つながりによって維持されている。

 つながりによって維持される生物多様性
と自然の恵み

 人と自然のつながりによって創られる
新たな地域づくり


